
沼津市提供

ぬまづの宝百選 から

タカアシガニの甲羅のお面

会員数　合計　1,064人（R3.6末現在）　男 735人　女 329人

タカアシガニは主に駿河湾で漁獲される世界一大きいカニです。大
きいものはハサミ足を広げると 3 メートルにもなります。戸田地区は
このタカアシガニの漁が盛んで、特産品のひとつとなっています。

戸田地区では古くからタカアシガニの甲羅に鬼の絵などを描いて魔
よけや厄病除けとして各家庭の玄関に飾っていたようです。

［沼津市ホームページから］

 いきいき
シルバー沼津

令和３年７月15日

（公社）沼津市シルバー人材センター
〒410-0867 沼津市本字千本1910番地の206
　　　　　  千本プラザ内
☎055-964-1153・FAX055-964-1156
https://palangel.jp/r2/us/numazu-sjc/
※右上のQRコードよりHPをご覧いただけます。
E-mail numazu.sjc@theia.ocn.ne.jp
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６
月
23
日（
水
）沼
津
市
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
設
立
40
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
理
事
長
式
辞
に

続
き
、
長
年
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
、

発
展
に
尽
力
下
さ
っ
た
事
業
所
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
表

彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
56
年
９
月
、
高
齢

者
の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
た
就
業
を
通

し
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
促
進
及
び
社

会
参
加
の
推
進
を
図
る
と
共
に
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
発
足
し
、
こ
こ
に
設
立
40
周
年
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
み
、
健
康
寿
命
も
延
び
る
中
、

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念

に
基
づ
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
が
、
今
後
も
社
会
の
変
化
に
適
切
に

対
応
し
、
活
き
活
き
と
し
た
地
域
社
会
の

一
翼
を
担
え
る
よ
う
、
会
員
・
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
就
業
機
会
提
供
感
謝
状

•
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
沼
津
店

•
㈱
Ｎ
Ｋ
ト
ラ
ン
ス
沼
津
物
流
セ
ン
タ
ー

•
㈱
カ
イ
ン
ズ
沼
津
店

•
新
沼
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

•
社
会
福
祉
法
人
駿
河
厚
生
会

•
合
同
会
社
西
友
沼
津
店

•
ニ
ホ
ン
タ
ー
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

•
㈱
富
士
根
産
業
（
本
社
工
場
）

•
マ
キ
ヤ
エ
ス
ポ
ッ
ト

•
生
活
協
同
組
合
ユ
ー
コ
ー
プ
新
沢
田
店

　
設
立
40
周
年
記
念
事
業

　
　
　
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
活
動

40 

周 

年 

表 

彰

理 

事 

長 

式 

辞

■
賛
助
会
員
感
謝
状

 •

伊
藤
塗
料
㈱

 •

大
岡
建
設
工
業
㈱

 •

㈱
ケ
ー
オ
ー
商
会

 •

静
岡
県
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟
沼
津
支
部

 •

静
岡
発
条
㈲

 •

ス
ル
ガ
銀
行
㈱
沼
津
セ
ン
ト
ラ
ル
支
店

 •

沼
津
市
自
治
会
連
合
会

 •

沼
津
市
水
道
部

 •

沼
津
市
商
工
会

 •

沼
津
商
工
会
議
所

 •

沼
津
市
立
病
院

 •

沼
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 •

沼
津
信
用
金
庫

 •

㈱
フ
ヂ
イ

 •
㈱
富
士
根
産
業

 •
㈱
松
井
農
機
製
作
所

 •
み
ど
り
美
術
印
刷
㈱

 •

㈱
黎
明
社

■
役
員
感
謝
状

 •

岩
﨑 

豊　
　
（
理
事
長
在
任
3
期
）

 •

勝
又 

武
利　
（
理
事
長
在
任
３
期
）

■
会
員
表
彰
状

 •

伊
藤 

孝　
　
（
第
2
地
区
）

 •

岩
崎 

敏
幸　
（
第
４
地
区
）

 •

大
嶽 

智　
　
（
愛
鷹
西
地
区
）

 •

加
藤 

三
代
江
（
大
平
地
区
）

 •

小
泉 

亀
一　
（
大
岡
南
地
区
）

 •

佐
藤 

智
子　
（
第
５
地
区
）

 •

柴
田 

千
枝
子
（
浮
島
）

 •

高
橋 

チ
ユ
子
（
愛
鷹
東
地
区
）

 •

土
屋 

攸
子　
（
第
５
地
区
）

 •

永
倉 

英
五　
（
第
５
地
区
）

 •

長
澤 

満
男　
（
浮
島
地
区
）

 •

中
野 

強　
　
（
愛
鷹
東
地
区
）

 •

松
永 

武
久　
（
大
岡
中
地
区
）

 •

渡
邊 

誼
昭　
（
第
１
地
区
）

　
6
月
9
日
（
水
）
沼
津
市
役
所
玄
関
前

ピ
ロ
テ
ィ
に
て
、
設
立
40
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

設立40周年記念式典

会員募集／就業開拓のチラシ及び
記念グッズを配布

［
就
業
機
会
提
供
表
彰
］

［
役
員
表
彰
］

［
賛
助
会
員
表
彰
］

［
会
員
表
彰
］
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設
立
40
周
年
記
念
式
典
終
了
後
、
同
会

場
で
第
71
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
充
分
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら

１
６
２
人
の
会
員
の
皆
様
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
ま
た
出
席
で
き
な
い
会
員
に
つ
き

ま
し
て
は
議
決
権
行
使
書
に
よ
る
書
面
表

決
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
・
出
席
し
た
会
員
数　
１
６
２
人

　
・
議
決
権
行
使
者
数　
５
８
８
人

　
総
会
は
、
午
後
２
時
35
分
に
開
会
、
廣

瀨
勝
繁
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
議
案
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

●
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

　
①
令
和
２
年
度
決
算
報
告

　
　
（
令
和
2
年
度
事
業
報
告
）

②
役
員
の
選
任

　
［
新
任
理
事
］　
杉
山 

靖

二
件
は
、事
務
局
か
ら
の
説
明
お
よ
び
、

監
事
の
監
査
報
告
の
後
、
原
案
の
通
り
決

議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
厳
し
い
地

域
経
済
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
目
的
に
沿
っ
た
、
で
き
る
限
り
の

積
極
的
な
事
業
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
一
方
、
高
齢
の
皆
様
の
価
値
観
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
を
背
景

に
、
全
国
的
に
も
会
員
数
の
減
少
傾
向
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
会
員
増

強
に
努
め
る
と
と
も
に
受
注
拡
大
に
つ
い

て
は
会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
就

業
機
会
の
開
拓
や
、
不
足
分
野
及
び
新
た

に
発
生
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
と
ら

え
、
受
注
確
保
と
拡
大
に
向
け
て
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
一
層
の

ご
支
援
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
厳
し
い
地
域
経
済
情

勢
を
受
け
、
受
託
件
数
や
受
託
金
額
の
減

少
な
ど
、
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

技
能
講
習・会
員
研
修
、
地
域
組
織
活
動・

福
利
厚
生
事
業
に
お
い
て
も
、
行
事
の
中

止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
セ
ン
タ
ー
事
業
が
広
く
市
民
や
事
業
者

等
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
普
及
啓
発
活
動

を
は
じ
め
、就
業
機
会
の
拡
大
と
適
正
化
、

無
事
故
を
目
指
し
た
安
全
就
業
推
進
の
た

め
の
様
々
な
取
組
み
な
ど
、
積
極
的
な
事

業
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
事
業
の
概
要

（
令
和
２
年
度
決
算
報
告
）

理 

事 

長 

挨 

拶

◆
会
員
数
（
３
／
31
現
在
）

　
　
１
，
１
３
５
人

　
　
・
就
業
人
員　
８
０
４
人

　
　
・
就
業
率　
７
０
．
８
％

　
　
・
就
業
延
日
人
員　
８
７
，
６
８
５
日
人

　
　
　
　
　
　
［
対
前
年 

８
，
３
２
４
日
人
減
］

◆
受
託
件
数

　
　
３
，
１
２
９
件

　
　
　
［
対
前
年 

２
０
５
件
減
、
６
．
１
％
減
］

◆
請
負
・
委
任
事
業
契
約
金
額

　
　
４
億
２
，
９
２
２
万
円

　
　
［
対
前
年 

３
，５
５
３
万
円
減
、７
．
６
％
減
］

◆
派
遣
事
業
契
約
金
額

　
　
４
，
２
６
６
万
円

　
　
［
対
前
年 
８
７
６
万
円
減
、１
７
．
０
％
減
］

◆
全
体
事
業
規
模

　
　
４
億
７
，
１
８
９
万
円

第71回 定 時 総 会
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令
和
2
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は
、
前

年
度
に
対
し
６
件
増
加
し
、
19
件
発
生
し

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
事
業
は
安
全
で
楽
し

く
働
く
こ
と
が
基
本
で
す
。
常
に
事
故
防

止
の
意
識
を
高
め
、
安
全
ル
ー
ル
の
遵
守

を
お
願
い
し
ま
す
。

傷
害
事
故　

対
前
年
度
５
件
増
の
11
件

で
、
安
全
確
認
不
十
分
に
起
因
す
る
転
倒

事
故
5
件
、
転
落
事
故
2
件
で
し
た
。
慣

れ
た
職
場
や
作
業
で
も
、
安
全
確
認
を
確

実
に
実
施
し
、
危
険
な
環
境
で
の
作
業
は

絶
対
し
な
い
よ
う
再
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

損
害
賠
償
事
故　
対
前
年
度
1
件
増
の
８

件
で
、
草
刈
中
の
飛
び
石
等
に
よ
る
事
故

が
６
件
で
し
た
。（
前
年
度
５
件
）
短
時

間
の
作
業
で
も
、飛
散
防
止
用
の
ネ
ッ
ト・

防
止
板
等
、
安
全
器
具
の
確
実
な
使
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

第
15
回
安
全
向
上
標
語

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
行
動
を

　

安
全
意
識
の
向
上
と
普
及
を
は
か
り
、

事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
安
全
向

上
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
33
名
の
皆
様

か
ら
66
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
役
員
及

び
安
全
管
理
委
員
に
よ
る
慎
重
な
選
考
の

結
果
、
次
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

 

最
優
秀
作

  「
安
全
作
業　
み
ん
な
で
守
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
箇
条
」

　
　
　
　
佐
藤　
雄
吾
さ
ん
（
第
二
）

 

優
秀
作

  「
さ
あ
今
日
も　
笑
顔
で
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
意
識
」

　
　
　
　
佐
藤　
忠
士
さ
ん
（
門
池
）

 

佳
作

  「
そ
の
動
作　
危
険
は
無
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
確
認
」

　
　
　
　
大
川　
育
男
さ
ん
（
第
五
）

受賞された佐藤雄吾さん（前列）
※他 2 名の受賞者は都合により
　御欠席されました。

■ 傷害事故（11件）
原 因 月 日 会 員 事故発生の状況

転 倒

4/14 男79歳 自転車放置禁止区域を巡回中、強風にあおられ転倒し、大腿骨骨折
7/7 男70歳 放置自転車整理作業中、敷いてあったベニヤ板上で転倒し、手首骨折

7/13 男78歳 防風ネット支持パイプ補修の為、パイプに足を掛け滑って転倒
し、大腿骨骨折

11/4 男70歳 廃棄物建屋出入口で転倒し、右手首捻挫

1/9 男70歳 飛来した看板を片付けようと持ち上げた際、強風にあおられ
転倒し、臀部打撲

転 落
11/11 男85歳 剪定中、脚立上で移動の際バランスを崩して落下し、左足首・腰部骨折
12/13 男66歳 ミカン収穫作業中、脚立上で足を滑らせ落下し、腰部圧迫骨折

交 通
事 故 1/31 女77歳 バイクで就業地へ移動中、Ｔ字路での右折時、直進車に接触

し、左足打撲

その他

5/21 男77歳 草刈片付け作業中、他会員の草刈り機の刃が接触し、右足首裂傷
5/24 男70歳 立体駐車場でカート整理作業中、右ふくらはぎ肉離れ

10/23 男71歳 草刈作業の飛散防止ベニヤの保持中、隙間に入ってきた草刈
機の刃が接触し、右足小指裂傷

■ 損害賠償事故（８件）
作 業 月 日 会 員 事故発生の状況

草 刈

4/21 男79歳 草刈機により小石が飛散し、駐車車両の窓ガラス破損
6/22 男75歳 草刈機により小石が飛散し、店舗１階の窓ガラス破損
7/27 男78歳 草刈機により小石が飛散し、駐車車両の窓ガラス破損
8/11 男80歳 草刈機により雑草内の電話ケーブル切断
8/17 男72歳 草刈機により小石飛散し民家の勝手口ドアガラスを破損

10/27 男79歳 草刈機により小石が飛び、駐車中トラックのドアガラスを破損
修 繕 5/17 男80歳 ドア取り付け時、クローザーの部品を反対に取り付け、塗装を損傷
剪 定 10/28 男75歳 剪定作業中、脚立が倒れ、ウッドフェンス破損

令和2年度事故発生状況

脚立からの転落

救急隊員による
応急処置
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令
和
３
年
度
第
１
回
理
事
会

　
令
和
３
年
５
月
24
日
（
月
）

  ［
議
事
］

　
○
設
立
40
周
年
記
念
式
典
及
び

　
　
定
時
総
会
開
催
に
つ
い
て

　
○
感
謝
状
授
与
者
及
び
表
彰
者
の
選
定

　
○
令
和
2
年
度
事
業
報
告

　
○
令
和
２
年
度
決
算
報
告
（
案
）

　
○
役
員
の
選
任
（
案
）

 ［
報
告
事
項
］

　
•
正
会
員
の
入
会

　

   

男
29
人　
女
15
人　
計
44
人

　
•
各
部
会
及
び
委
員
会
活
動
状
況

　
•
事
業
実
績 

　
•
設
立
40
周
年
Ｐ
Ｒ
活
動 

他

令
和
３
年
度
第
2
回
理
事
会

　
令
和
３
年
6
月
23
日
（
水
）

  ［
議
事
］

　
○
常
務
理
事
の
選
定

地
区
委
員
会
議
（
6
／
8
）　

　
○
定
時
総
会
の
運
営

総
務
部
会
（
4
／
21
）

　
○
令
和
２
年
度
事
業
報
告

　
○
令
和
３
年
度
事
業
計
画

　
•
会
員
バ
ス
旅
行
、
シ
ル
バ
ー
祭
の　

　
　
中
止
検
討

　
•
奉
仕
活
動
、
研
修
会
等
の
開
催
検
討

　
•
女
性
会
員
増
加
促
進

事
業
部
会
（
6
／
10
）

　
○
令
和
２
年
度
事
業
報
告

　
○
職
群
班
の
廃
止

　
○
令
和
３
年
度
事
業
計
画

　
•
会
員
の
技
能
開
発
活
動

　
•
振
興
計
画
関
連
事
業
推
進

公
平
適
正
就
業
推
進
委
員
会
（
5
／
26
）

　
○
令
和
２
年
度
活
動
報
告

　
○
令
和
３
年
度
活
動
計
画

　
○
「
特
定
の
業
務
」
確
認

安
全
管
理
委
員
会
（
6
／
8
）

　
○
安
全
向
上
標
語
の
審
査

　
○
令
和
２
年
度
事
故
分
析
結
果

　
○
安
全
就
業
強
化
月
間
活
動

　
5
月
18
日
、
西
椎
路
の
遊
休
農
地
に
サ

ツ
マ
イ
モ
苗
約
５
5
０
本
の
植
え
付
け
を

実
施
し
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
ま
で
の
育
成

管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
申
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　
６
月
25
日
、
高
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
で
、

会
員
18
名
を
対
象
に
関
係
法
令
等
の
講
義

と
草
刈
機
取
扱
い
説
明
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
表
具
サ
ー
ビ
ス（
襖・障
子
貼
替
え
）講
習
会

•
月
日   

10
月
14
日
（
木
）·
15
日
（
金
）

　
※
両
日
9
時
～
16
時
の
2
日
間
コ
ー
ス

•
場
所　
高
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

•
定
員　
10
名
（
先
着
順
）　

•
申
込　
9
月
24
日
（
金
）
9
時
か
ら

　
　
　
　
電
話
で
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ

　
※
シ
ル
バ
ー
会
員
は
受
講
料
無
料　

理 

事 

会 

活 

動

部
会
活
動（
４
～
６
月
）

野
菜
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

草
刈
り
機
取
扱
い
講
習
会

講 

習 

会 

開 

催 

案 

内

新
会
員
の
紹
介（
４
〜
６
月
入
会
）

※
○
内
の
数
字
は
班
番
号

安全作業、飛び石防止
を重点項目として実習

２ 

第
二
地
区

　
　
①
川
畑 

順
子　
　
③
市
原 

隆

３ 
第
三
東
地
区

　
　
②
小
田
木 

喜
久
子

４ 
第
三
西
・
我
入
道
地
区

　
　
①
小
山 
進　
　
　
②
廣
田 

京
子

５ 

第
四
地
区

　
　
①
林 

作
枝　
　
　
②
奥
村 

克
明

６ 

第
五
地
区

　
　
③
杉
山 

節
子

８ 

片
浜
東
地
区

　
　
①
田
中 

千
津
子　
③
岩
本 

眞
理
子

　
　
④
古
屋 

常
雄　

9 

片
浜
西
地
区

　
　
①
加
藤 

利
一　
　
③
大
川 

義
男

　
　
③
永
原 

達
二　
　
③
永
原 

繁
美

10 

今
沢
地
区

　
　
①
田
村 

英
樹　
　
③
栗
田 

佳
男

　
　
④
浜
井 

満
男　
　

11 

門
池
地
区

　
　
②
達
川 

洋
一　
　
⑤
深
谷 

彰
弘

　
　
⑥
阿
部 

光
裕

13 

金
岡
西
地
区

　
　
①
中
田 

實

12 

金
岡
南
地
区

　
　
①
川
端 

功　
　
　
③
杉
浦 

貞
雄

　
　
③
杉
山 

昭　
　
　

14 

金
岡
北
地
区

　
　
③
中
村 

義
広　
　
③
藤
本 

美
枝
子

      

⑤
杉
山 

和
代　
　
⑤
杉
山 

豪
一

15 

大
岡
中
地
区

　
　
①
福
田 

靖　
　
　
③
久
保
田 

明
男

　
　
③
芹
沢 

鈴
代

16 

大
岡
南
地
区

　
　
②
田
邊 

龍
尋　
　
④
小
泉 

孝
則

17 

大
岡
西
地
区

　
　
③
権
藤 

修
一

18 

愛
鷹
東
地
区

　
　
④
水
本 

康
雄

21 

三
浦
地
区

　
　
①
野
中 

輝
昌

22 

原
東
地
区

　
　
②
小
野 

隆　
　
　
③
久
保
田 

照
子

24 

浮
島
地
区

　
　
①
帯
金 

美
千
代

25 

戸
田
地
区

　
　
③
尾
鷲 

忠　
　
　
④
尾
鷲 

妙
子

　
　
⑤
橋
本 

日
紗
子
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し
か
し
、
内
気
な
性
格
は
相
変
わ
ら

ず
で
、
多
く
の
生
徒
を
前
に
音
楽
を
指

導
す
る
気
に
は
な
れ
ず
、
音
楽
教
室
の

個
人
教
師
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

新
し
い
仕
事
に
も
慣
れ
た
頃
、
突
然

母
か
ら
電
話
が
あ
り
「
面
接
が
有
る
の

で
、
今
す
ぐ
修
善
寺
の
教
育
委
員
会
に

行
き
な
さ
い
」
と
半
ば
強
制
的
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
何
と
か
娘
を
積
極
的
に
さ

せ
た
い
と
の
母
の
思
い
を
受
け
、
小
学

校
で
の
教
員
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
10
年
間
の
育
児
休
暇
を
挟

み
、
60
歳
ま
で
教
員
と
し
て
勤
め
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
退
職
後
も
音

楽
に
対
す
る
興
味
は
衰
え
ず
、
音
楽
好

き
の
主
人
と
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

更
な
る
音
楽
へ
の
興
味

あ
る
時
、
テ
レ
ビ
番
組
で
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ク
レ
イ
ダ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
演
奏

に
心
を
癒
さ
れ
、
一
度
で
魅
了
さ
れ
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。
現
在
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
が
見
送
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
５
月
の
日
本
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
欠
か
さ
ず
通
い
、
そ
れ
だ

け
で
は
物
足
り
ず
、
彼
の
出
身
地
フ
ラ

ン
ス
へ
２
度
訪
れ
、
現
地
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
も
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
秋
川
雅
史
さ
ん
の
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
に
も
所
属
し
、
俗
に
言
う
〝
追
っ

か
け
〟
を
や
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま

耳
に
し
た
『
千
の
風
に
な
っ
て
』
が
私

の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
川
さ
ん
は
日
本
を
代
表
す
る
テ
ノ

ー
ル
歌
手
で
す
が
、
彼
の
歌
声
は
も
ち

ろ
ん
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
絶
妙
な
ト
ー

ク
に
も
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。
彼
が
言
っ

た
２
つ
の
言
葉
『
ま
あ
い
い
さ
』『
何

と
か
な
る
さ
』
は
様
々
な
局
面
で
私
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
、
母
の
思
い
に
支
え

ら
れ
、
ま
た
主
人
に
も
後
押
し
さ
れ
、

内
気
で
引
っ
込
み
思
案
の
昔
の
私
は
す

っ
か
り
姿
を
消
し
、
今
で
は
積
極
的
で

好
奇
心
旺
盛
な
音
楽
好
き
の
お
ば
さ
ん

に
変
貌
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
音
楽
を
通
し
て
人

生
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

『秋川雅史ファンの集い』
での一コマ

クレイダーマンの
レコーディングスタジオ

エッフェル塔前

自宅では大好きな人達の写真に囲まれてピアノ演奏

平成 5 年度清水町・長泉町合同小学校音楽会
児童 157 名の演奏を指揮

フランス訪問

（第五地区）
荻田　眞美

音
楽
一
筋
…
…

　
私
は
、幼
少
期
よ
り
非
常
に
内
気
で
、

お
遊
戯
会
で
は
１
人
下
を
向
い
て
い
る

様
な
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
普
通
の
子

供
が
楽
し
む
遊
び
に
は
あ
ま
り
興
味
を

示
さ
ず
、
卓
上
ピ
ア
ノ
を
気
に
入
り
、

暇
さ
え
あ
れ
ば
一
人
で
い
じ
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
小
学
一
年
生
か
ら
ピ
ア
ノ
教
室
に
通

い
ま
し
た
。ピ
ア
ノ
の
腕
前
は
上
達
し
、

小
学
４
～
６
年
に
は
ラ
ジ
オ
番
組
「
子

供
音
楽
会
」
へ
の
出
演
、
ま
た
小
学
校

の
器
楽
ク
ラ
ブ
で
は
ピ
ア
ノ
を
担
当

し
、
６
年
生
の
時
に
出
場
し
た
全
国
大

会
で
は
金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
音
楽
は
続
け
、
学
校
で
は

教
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
と
の
出
会
い

教
職
の
道
へ
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空
へ
の
憧
れ

　
伊
豆
の
大
島
で
育
っ
た
私
は
、
空
を

見
上
げ
る
度
に
「
空
を
飛
べ
た
ら
い
い

な
ぁ
～
」
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。

幼
少
の
憧
れ
も
す
っ
か
り
忘
れ
た
あ

る
日
、
家
族
と
観
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組

で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
昔
の
思
い
が

蘇
り
は
し
ま
し
た
が
、
年
齢
か
ら
も
、

興
味
が
膨
ら
む
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
隣
に
い
た
息
子
の
嫁

が
大
変
興
味
を
持
ち
、
嫁
に
誘
わ
れ
、

一
緒
に
体
験
飛
行
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

初
め
て
経
験
し
た
稲
取
・
細
野
高
原

で
の
タ
ン
デ
ム
（
ベ
テ
ラ
ン
と
二
人
乗

り
）
フ
ラ
イ
ト
で
は
う
ま
く
上
昇
気
流

に
乗
れ
、
丹
那
上
空
１
０
０
０
Ｍ
ま
で

上
が
り
、
な
ん
と
私
の
生
ま
れ
故
郷
の

伊
豆
大
島
ま
で
も
望
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
時
の
感
激
は
今
で
も
私
の

脳
裏
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
魅
力

　
私
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
完
全
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
ヘ
ソ
ク
リ
で
器
材
も

購
入
し
、
フ
ラ
イ
ト
の
場
所
は
丹
那
、

朝
霧
高
原
に
始
ま
り
、長
野
の
木
崎
湖
、

群
馬
の
伊
賀
野
、
山
形
の
南
陽
市
…　

県
外
に
も
活
動
の
エ
リ
ア
は
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

通
算
フ
ラ
イ
ト
時
間
も
規
定
を
ク
リ

ア
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
名
前
の
由
来

は
、「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
タ
イ
プ
の
グ
ラ

イ
ダ
ー
（
滑
空
機
）」
で
す
。
風
に
乗

る
と
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
き
、

う
ま
く
風
に
乗
れ
ば
１
０
０
０
Ｍ
以
上

の
高
度
を
飛
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

鳥
の
様
に
空
を
飛
ん
で
い
る
時
の
眺

め
、
上
昇
気
流
で
舞
い
上
が
る
時
の
不

思
議
な
感
覚
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
し

か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
感
覚

で
す
。

安
全
へ
の
配
慮　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
他
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
と
比
較
し
て
も
、
決
し
て

危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

数
少
な
い
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
離

着
陸
時
の
障
害
物
と
の
接
触
で
、
経
験

不
足
や
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
無
茶
な
飛

行
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
様
な
70
歳
以
上
の
愛
好
者
も
多

く
、
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
に
は
85
歳
の
元

Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
お
り
、
元
気
に

フ
ラ
イ
ト
し
て
い
ま
す
。

フ
ラ
イ
ト
再
開
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
現
在
は

フ
ラ
イ
ト
休
止
中
で
す
が
、
私
に
は
ま

だ
ま
だ
飛
ん
で
み
た
い
所
が
沢
山
さ
ん

あ
り
ま
す
。
九
州
・
奄
美
大
島
・
北
海

道
等
…　
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
…

コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
フ
ラ
イ
ト
再
開
を

最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
へ
通
い
、
自
宅
で
も
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
・
腕
立
て
伏
せ
を
日

課
に
体
調
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事
も
充
実
し
て
お

り
、
日
々
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

着陸時の確認不足で木に引っ掛かっても、
常備器材で難なく自力脱出

朝霧高原でのフライト

コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
フ
ラ
イ
ト
再
開

 

編
集
事
務
局
で
は
、
会
員
様
の

　

 

ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

口
頭
で
お
聞
か
せ
頂
い
た
内
容
を

当
方
で
文
章
化
す
る
事
も
出
来
ま
す
。

（
第
五
地
区
）

　
青
木　
雄
二

7 令和３年７月 15日 いきいきシルバー沼津 第 94号7 令和３年７月 15日 い き い き プ ラ ザ



　

環
境
省
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
、

熱
中
症
予
防
に
関
す
る
情
報
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
を
新
た
に
全
国
で
開
始
し

ま
し
た
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、
熱

中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
暑
熱
環
境

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
日
の
前
日
夕
方
ま

た
は
当
日
早
朝
に
都
道
府
県
ご
と
に
発
表

さ
れ
ま
す
。

　
発
表
さ
れ
て
い
る
日
に
は
、
外
出
を
控
え

る
、
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
等
の
、
熱
中
症

予
防
行
動
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、

大
事
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

■
熱
中
症
予
防
の
た
め
に

□
暑
さ
を
避
け
る

•
室
内
で
は

　
▼
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

　
▼
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水

を
利
用

　
▼
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

•
屋
外
で
は

　
▼
日
傘
や
帽
子
の
着
用

　
▼
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

　
▼
天
気
の
よ
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を

で
き
る
だ
け
控
え
る

•
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
さ
け
る
た
め
に

　
▼
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性

の
あ
る
衣
服
を
着
用
す
る

　
▼
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど

で
か
ら
だ
を
冷
や
す

□
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

　
▼
室
内
で
も
、
屋
外
で
も
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水

分
・
塩
分
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
を
補
給
す
る

□
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

•
涼
し
い
場
所
へ

　
▼
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
、
風

通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い
場

所
へ
避
難
さ
せ
る

•
か
ら
だ
を
冷
や
す

　
▼
衣
服
を
ゆ
る
め
て
、
か
ら
だ
を
冷
や
す

　
　
（
首
の
周
り
、
脇
の
下
、

　
　
　

足
の
付
け
根
な
ど
）

•
水
分
補
給

　
▼
水
分
・
塩
分
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
を
補
給
す
る

　
秋
季
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
『
日
帰
り

バ
ス
旅
行
』『
ぬ
ま
づ
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
』

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
本
年
度
も
中
止
し
ま
す
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

賛助会員紹介 《厚生労働省》

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が

な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
！

8令和３年７月 15日いきいきシルバー沼津第 94号


